
・拡充させ、さらに関係機関

　また、共生社会に向け、様々な価値観をもつ市民が地域の中 や地域等と連携しながら、ライフステージや市民ニーズに応じ

で共に学び、互いを理解し、支えあえるような地域コミュニテ た学びの機会や活動の場を提供していく。　

ィの活性化に寄与する事業の実施が求められている。 　また、各種講座やイベント等で学び得たものが、日々の生活

　さらに、生涯学習課が所管する公民館、図書館、郷土博物館 や地域社会で生かせるよう、学びから活動・社会資源へとつな

、彩湖自然学習センターについては、生涯学習拠点施設として げるパッケージ型講座を、関係課及び産官学民連携のもと実施

の市民利用が伸び悩んでいることが課題である。 していく。　

　さらに、図書館については、システムの更新等デジタル化の

推進を図るとともに、軽食販売など、１階ロビーの活用により

居場所機能を充実させ、さらなる利便性の向上を目指す。

　

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 6年 6月18日 作成部局名 教育委員会事務局 担当部局名

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

生涯学習課

02
創造性や豊かな心を育むまち

05
生涯学習活動の推進

市民の誰もが生涯にわたって、自ら主体的に学び、自己実現を図ることができるよう、市民協働による生涯学習環境を構築

します。

生涯学習運営事業

市民大学・家庭教育事業

新曽公民館事業

図書館管理運営費

資料管理事業

展示及び教育普及事業

施設運営・維持管理事業

生涯学習活動を行っている 生涯学習活動を行っている割合
％ 40.5以上 40.5 - - 24

市民の割合 (生涯学習に関する市民意識調査 )

図書館を生涯学習の拠点で 生涯学習の拠点と感じる割合
％ 71.1 66.1 - - 49.6

あると感じている割合 (生涯学習に関する市民意識調査 )

郷土博物館を気軽に利用で 気軽に利用できる施設と感じる割合
％ 68 63 - - 41.3

きると感じている割合 (生涯学習に関する市民意識調査 )

　人生100年時代、誰もが生涯学び活躍できるよう、生涯学習 　多くの市民に生涯学習に興味を持ってもらい、戸田市民大学

環境の充実が求められている。しかし、市民ニーズや、地域課 や社会教育施設である公民館、図書館、郷土博物館、彩湖自然

題も多様化しており、参加者の固定化も見られるため、幅広い 学習センターを生涯学習拠点として利用してもらえるよう、IC

世代に向けた学びや活動のきっかけをどのようにつくっていく T環境の充実などハード面に加え、各種講座や展示内容、開催

かが課題である。 方法、学習コンテンツなどを工夫



（生涯学習課）

アーカイブズセンター運営費

任
意

8,090 令和７年度からの公文書館開館予定

10,026 （所管課：行政管理課）に伴い、現

－ － １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 03 01 01 10,026 在、所管している歴史的公文書の移

アーカイブズ・センター窓口 9,960 管等について調整を進める。

では、整理の終わっている古 2,080

03 生涯学習事業　（生涯学習課）

生涯学習運営事業

任
意

13,843

18,450

－ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｃ Ｂ01 01 10 04 01 03 01 18,450

戸田人材の森への講師登録者 18,426

や市民大学講座などの生涯学 11,117

市民大学・家庭教育事業

任
意

7,992 講座のオンデマンド配信により、い

9,003 つでも、どこでも学べる環境が整い

－ ○ １ ○ Ａ Ａ Ａ Ｃ Ａ02 01 10 04 01 03 02 9,003 、新規の受講者が増えた。引き続き

市民大学として、多様な学習 9,003 生涯学習のDX化を推進する。

機会を提供する。また、市民 5,981

02 美笹公民館事業　（生涯学習課）

美笹公民館事業

任
意

529

1,251

－ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ01 01 10 04 02 02 01 1,251

・幼児から高齢者までを対象 1,239

とした

戸

各種講座等の実施 9,

田

752

03 下

市

戸田公民館事業　（生

施

涯学習課）

策評価

下戸田公民館

シ

事業

任
意

587

1,2

ー

37

－ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

ト

Ｂ01 01 10 04 0

作

2 03 01 1,237

成

・幼児から高齢者まで

日

を対象 1,222

とし

令

た各種講座等の実施 1

和

4,497

 6年 6月18日 作成部局名 教育委員会事務局 担当部局名

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０６年度（事業費総額） 令和０７年度 令和０８年度 令和０９年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０６年度（人件費総額） 令和０７年度 令和０８年度 令和０９年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R5決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R6予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
7

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

ICTを活用した講座のオンデマンド配信の実施やデジタルコンテンツの作成により、いつで
も、どこでも、誰でも学べる機会を充実させることができた。今後もＤＸの導入による生涯
学習の推進を図るとともに、デジタルデバイドの解消にも引き続き取り組んでいく。さらに
、市民意識調査の指標数値のほか、講座や事業実施時のアンケート結果の分析を行いながら

Ｂ
、より多くの市民が生涯学習に関心をもち、学び続けられるよう各種事業を推進する。

461,339 → 461,339 → 461,339 → 461,339
重点戦略２　テーマ①「ＤＸの導入による市民サービスの向上に資する取組の実施」として、更なるサービスの向上を図るため、運用方法
等を検討する。

95,695 → 95,695 → 95,695 → 95,695
重点戦略２　テーマ①「ＤＸの導入による市民サービスの向上に資する取組の実施」のため、産官学民との連携など工夫しながら現状の体
制で取り組んでいく。また、地域での学びの拠点化を目指し、地域とのつながりづくり、担い手づくりを進める専門家（社会教育指導員、
社会教育士等）の配置が望まれる。

01 市史編さん事業　



員

2,535

会事務

郷土博物館資

局

料収集・保存利

任
意

1

担

,060

用事業 1,3

当

76

－ － １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

部

Ｂ02 01 10 04 0

局

6 02 02 1,376

名

戸田市に関わる自然・

５

歴史・ 1,376

民俗

．

・考古資料等を収集、

事

整 2,210

務事業

展示及び教

の

育普及事業

任
意

6,7

検

33 近隣の学校との連

討

携により、アート

8,

【

549 展示を実施する

一

など展示内容の充実

－

般

－ １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ａ03

会

01 10 04 06 02

計

03 8,549 を図る

】

。

　展示事業について

（

は、常設 8,514

展

単

のほか企画系展覧会を

位

開催 7,086

：

01 彩湖自然学習セ

千

ンター管理運営費　（

円

生涯学習課）

）

事務

教育普及事

事

業

任
意

969

1,04

業

0

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

評

01 01 10 04 07

価

01 01 1,040

動

の

植物調査及び自然環境

結

の調 876

査。調査資

果

料や写真等に基づ 5,

担

461

当部局

施設運営・維持管

の

理事業

任
意

30,89

評

2 施設利用者増に向け

価

、学習環境の充

38,

大

031 実を図る。

－ －

事

１ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ02 0

業

1 10 04 07 01 0

中

2 38,031

　施設

事

・設備の修繕や警備、

業

37,939

清掃等を

事

行うことで、安全で 7

務

,931

事業

R5決

名

算額 R6計画額 R7予

事

算額
計（千円） 事業費

業

448,983 461

区

,339 461,33

分

9
うち一般財源 446

R

,158 460,71

5

3 460,752

事業

決

の方向性： １現状で継

算

続　 ２拡大して継続 ３

額

縮小して継続　　　４

強

他事業と統合　　　５

靱

休止　　　６その他見

化

直し

７令和7年度で終

計

了 ８令和6年度で終了

画

９令和5年度で終了

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R6予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
7

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

04 新曽公民館事業　（生涯学習課）

新曽公民館事業

任
意

1,623

2,822

－ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ01 01 10 04 02 04 01 2,822

・乳児から高齢者までを対象 2,807

とした各種講座等の実施 13,392

02 図書館管理運営費　（生涯学習課）

図書館管理運営費

任
意

328,334 令和７年度からの、中央図書館第２

305,643 期指定管理開始に向け、ＰＦＳの概

－ － ４ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ01 01 10 04 05 02 01 328,734 念を導入した施設運営の準備を行う

　図書館施設の維持管理及び 328,665 。

図書館運営に係る各種業務 9,947

図書館デジタル化推進事業

任
意

17,700

24,957

－ － １ ○ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ02 01 10 04 05 02 02 24,957

マイナンバーカードの貸出券 24

戸

,957

利用や図書館

田

手続きのオンラ 3,7

市

06

施策評

資料管理事業

任
意

2

価

2,544 令和７年度

シ

から資料管理事業（図

ー

書

23,091 資料）

ト

の予算を、図書館管理

作

運営費

－ － ８ ○ Ａ Ａ Ｂ

成

Ｂ 終88 01 10 04

日

05 02 88 0 （中央

令

図書館指定管理料）に

和

移行す

　各種資料を選

 

定し、購入し 0 ること

6

に伴い、本事業を廃止

年

する。

（発注、受入れ

 

）、書架に配 0

6

02 郷土博物館運営

月

費　（生涯学習課）

18日

郷土

作

博物館運営費

任
意

8,

成

087

15,863

－

部

－ １ ○ － － － － 予01

局

01 10 04 06 02

名

01 15,863

直営

教

の郷土博物館として、

育

教 15,768

育施設

委

である郷土博物館の使


